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内田さんによるマスク作製の様子です♥

地区内の福祉施設にお渡ししました！

　新型コロナウイルスの影響により私たちの生活は様変わりしました。マスク
着用が習慣化され、三密を避けるなど常に感染防止を意識しながら行動しなけ
ればならない毎日です。そうした中、自宅に居たままオンラインによる会議、
授業、飲み会など様々な事ができてしまうようです。
　そこで、当協議会では、新型コロナウイルスの感染拡大によりマスクが不足
している中、地域の皆さまの力をお借りして不足するマスク問題に少しでも対
応出来ればと考え、6月より自宅でできるボランティアとして、「手づくりマス
クボランティア募集！プロジェクト」をスタートしました。
　前号「まごころ」（６月 1日発行）やホームページで募った手づくりマスク
ボランティアによって作製されたマスクは ４９２枚（9月 15 日時点）となり、
星が丘地区内の高齢者支援センターや障がい者施設等に寄付を行ってきました。
　材料の布とゴムは当協議会で用意してありますので、材料を受け取り自宅で作製してもらいます。ミシン、手縫
いのどちらでも構いません。マスクの作り方は自由ですが、作り方や型紙もご用意してあります。また、自宅にあ
る材料（未使用）で作製していただいても、材料（未使用）の提供だけでも構いません。
　今までに 10 名程のボランティアの方々にご協力いただいております。その中の一人、当協議会理事でもある内
田涼子さんは、感染拡大し始めた 2 月頃から手作りマスクをご近所のお年寄りの方にプレゼントされてきた手作り
マスクの達人です。「ご近所で広げたマスクの輪を地域全体にも広がれば」とおっしゃっていました。
　また当協議会より寄付を受けた陽だまり作業所の佐々木さんからは、「どれも色とりどりでみんなでどれにする？
と楽しみながら自分のマスクを選びました。値段も高くなかなか買うことが出来ないので今回の寄付は本当にうれ
しく思いました。障害があることで地域社会との関わりが難しいのですが、今回の寄付を通して地域の方々に見守
られているんだなぁと安心しました」と喜びの声をいただきました。
　今は障がい者施設、高齢者施設を中心に寄付を行っておりますが、ゆくゆく
は児童施設にも寄付を行う予定です。なお、手づくりマスクボランティアは随
時募集しております。引き続きご協力をお願いいたします。
　ちなみに、いわゆる「アベノマスク」の寄付も 7月末までの受け付けで、合
わせて２１４枚集まり、8月 5日に星が丘こどもセンターへ寄付しました。

（手づくりマスクのおもな寄付先：
　　陽だまり作業所、ワークショップ SUN横山、あすなろ会など）

　　問い合わせ先：星が丘地区社会福祉協議会　☎755－9955  

　



入会金 50,000 円のところ
星が丘地区自治会連合会の皆様に限り…

45,000 円のみ入会金
月々の掛け金・年会費なし、永久会員
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◎敬老祝い金・祝い品の贈呈
　今年度中に 88 歳と 100 歳になられる方を対象に相模原市からお祝い金が贈られます。
また、77 才以上の方に当協議会よりお祝い品の「タオル」と「冷感マスク」を
民生委員・児童委員がお届けしました。
◎高齢者顕彰事業表彰式
　「地域行事や活動に積極的に参加し、地域貢献が顕著であった高齢者に対し、顕彰や感謝の意を表する」高齢者顕彰
事業表彰を行います。
　日時　令和 2年 10 月 11 日（日）　午前 11 時より
　会場　星が丘公民館　大会議室
（注意：今年は新型コロナ感染拡大防止の為、関係者のみの参加となります）
◎敬老会の中止
　敬老会は新型コロナ感染拡大防止（三密－密集・密接・密閉－の回避）の為、本年度は残念ながら中止といたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　前回までの①デイサービス（１日の通所介護）②半日タイプの
デイサービス（半日の通所介護）に続いて③グループホーム（認知症対応型共同生活介護施設）について説明いたします。
　なお、利用に当たっては、星が丘高齢者支援センター　

　グループホームは、認知症のために日常生活において
介護の必要な高齢者が心穏やかに暮らしていただくため、
一つのフロア（ユニット）に 9 人以下の少人数で過ごし、
入浴、排泄、食事や洗濯等の介護を受けながら共同生活
する介護施設です。
　認知症の人は多くの不安を抱えて生活しています。
　そのような中でグループホームの特徴としては、「家庭に出来るだけ近い環境で地域社会に
溶け込んで生活する」ことを目的に、利用している者同士や職員との距離が近く、家庭的な
環境の中でその人が出来ることを大切にしていることは他の介護施設とは異なります。
　なお、利用に当たっては入所要件があると共に施設によって利用形態が異なりますので、事
前の見学を勧めます。また基本料金は介護保険で決まっています。

③　グループホーム （認知症対応型共同生活介護施設）

星が丘地区施設一覧（③グループホーム）

　第 34 回福祉バザー　中止
　今年は新型コロナ感染拡大防止のため、星が丘地区ふれ
あいフェスティバルが中止となりました。それに伴い、福
祉バザーも中止となりました。

　グラウンド・ゴルフ大会
　今年も地区老人クラブと地区社協の共催でグラウン
ド・ゴルフ大会を開催いたします。（自由参加）
日時：１１月２８日㈯ 午前９時３０分（集合）～正午

会場：千代田ふれあい広場　　※雨天中止

今後の地区社協事業

グループホーム桜

プライミーよこよこ

753-1113

730-2521

千代田 2-1-16 相模ビル２、３階

横山３－２２－９

施設の名称 電話番号所　在　地

日時：12月5日（土）　午前10時～正午
場所：星が丘公民館　大会議室
講師：川崎幸クリニック　臨床心理士
　　　　　稲 富   正 治　氏
定員：５０名（事前申し込みお願いします）
　ちょっとした言葉の食い違いで対人関係が悪くなったり、
ストレスを抱えたりしていませんか。ストレスのほとんどは
人間関係（コミュニケーション）が原因です。この機会に
“コミュニケーション技術”を一緒に学びましょう！

心に寄り添う
　～傾聴講座～

星が丘地区社協  福祉講座

参加費無料

広告

申し込み先：星が丘地区社会福祉協議会755-9955

敬老事業について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
星が丘地区内の介護保険施設の案内

住所：星が丘3-6-21 マルセイハイツ1-105  電話：042-758-7719や
　　　　施設に直接問い合わせて下さい。　
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　高齢者等、地域住民の健康維持を目的として定期的に集まる事をサロン活動と
呼んでいます。
　気の合った者同士が楽しむために集まり、ストレスを解消しましょう。
　楽しみ方はそれぞれ違います。お茶を飲みながら、おしゃべりをするだけでも
良いのです。現在活動中のサロンは別表のとおりです。
★会費や会則などは無くても大丈夫です。
★活動場所も自治会館や自宅など限定されていません。
★メンバーに星が丘地区外の人がいてもOKです。
　当協議会ではサロン活動団体に対し、年額 1 万円の助成を実施しています。気
軽にご相談ください。
　皆さんで「今日、行く所がある」楽しい人生を送りましょう。

令和２. ６. １令和２. １０. １

　当協議会では、福祉の現場で役立つ情報誌「レクリエ」を定期購読しています。
　季節の工作、歌、レクリエーション、脳トレ　パズル＆ぬりえ等すぐにサロンに使え
そうなアイデアが満載です。サロン運営にかかわっている方はもちろん、星が丘地区在
住在勤の方なら誰にでも貸出しします。貸出しを希望される方は事務局までお問い合わせください。

問い合わせ先：星が丘地区社会福祉協議会　事務局　平日9時から17時　☎042-755-9955

 

ひまわり会いきいきサロン
ふれあいサロン　和
いきいきサロン　なごみ
いきいきサロン　糸あそび会
小さな憩いの場　春ちゃんち
子育てサロン星が丘
子育てサロン千代田
子育てサロン横山
共育サークルすくすく
五つ星健康麻雀クラブ
折姫の会

カラオケ、健康情報、おしゃべり
手芸、料理、おしゃべり
歓談、情報交換、ゲーム、歌、脳トレクイズ
編み物、おしゃべり、体操、食事会
健康体操、手芸品作り、外出、お誕生日会、軽食提供
歌、手遊び、パネルシアター、バルーン、お誕生日会
　　　同　上
　　　同　上
0 歳～未就学児と親の集いの場、子育て相談
健康麻雀
折り紙、おしゃべり

別表　星が丘地区内サロン一覧リスト
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１０月１日（木）～１２月３１日（木）

　５月１日（金）～９月３０日（水）

日本赤十字社会費　７０４，７３０円
市社協賛助会費　６１２，２９０円
地区社協賛助会費　３２２，７７０円

（９月15日時点）

サロンの様子（折姫の会）

サロン名 内　　　　容
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社会貢献で！
＊さがみはら・ふれあいハートポイント事業
＊悠遊シニアスタッフ養成講座

自分で学んで！
＊高齢者支援センター主催の介護予防教室
＊元気高齢者筋力向上トレーニング教室

仲間と一緒に！
＊いきいき百歳体操　　＊元気倶楽部
＊生き活きシニアのための地域活動補助金事業　等

「一般介護予防事業」 「介護予防・生活支援サービス事業」

Ｑ：総合事業とは？　　　　　　　　　　　　　
Ａ： 総合事業は、介護予防を目的とする地域の通所型や訪問型の活動等を通して、住民同士が支え合うことにより安心して、
　  その地域に住み続けることができる制度です。
Ｑ：なぜ介護保険サービスの一部を地域の人が担うのですか？
Ａ：６５歳以上になって、生活機能の低下がある人や要支援の人にとって、身近な地域で多様なサービスを受けることで、
　  要介護に進行しないようにする制度です。

➡

➡

仲間の力を借りて！－星が丘地区シニアサポート活動－　　　　
（住民団体やボランティア団体等により介護予防を目的とした身近な地域での定期的な集いの場）【地域の通所型】

（住民団体やボランティア団体等により定期的に居宅外や居宅内で生活支援を行います。）【地域の訪問型】
・星が丘地区社会福祉協議会（ちょっと手伝い隊）  ※身体介護を伴わないもの

千代田四丁目いきいき百歳体操
サロン葉月
ひばりカフェ
おたがいさまの会
つくしんぼう
いきいきの会
千代田２丁目百歳体操会

毎週土曜日
毎週水曜日
毎週火曜日
第１・３水曜日
第１・３木曜日
毎週火・土曜日
第１・４水曜日

10時～正午
1時 30分～ 3時 30分
10 時～正午
1時 30分～ 3時 30分
1時 30分～ 3時 30分
10 時～正午
10時～正午

千代田４自治会館
千代田７自治会館
千代田６自治会館
星が丘４集会所
星が丘デイサービスセンター
横山２自治会館
千代田２自治会館

団体名称 活動曜日・時間 場　　所

専門家の力を活用して！　　　　
＊地域リハビリ相談　
　➡理学療法士や栄養士、歯科衛生士が一緒に考え提案し
　　ます。
＊短期集中予防サービス（通所）
　➡保健や医療の専門職と３か月程度、筋力向上トレーニ
　　ングや口腔機能向上に取り組むサービスです。

サービスの力を借りて！　　　　
＊現行相当サービス　（訪問・通所サービス）　
　➡指定事業者により、平成２８年３月以前から提供され
　　るサービスです。
＊基準緩和サービス　（訪問・通所サービス）
　➡指定事業者による、現行相当サービスより基準を緩和
　　したサービスです。

　
の通所型や訪問型の活動等を通して

スです。 　　したサ

いきいき生活いきいき生活
アップ活動！アップ活動！
いきいき生活
アップ活動！
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